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1.セルフモニタリングの⽬的  

三浦下⽔道コンセッション株式会社(以下「当社」と⾔う。)は、三浦市公共下⽔道（東部処理

区）運営事業の持続可能性向上に貢献することを⽬的としてセルフモニタリングを実施している。本

事業の実施期間中、三浦市公共下⽔道（東部処理区）運営事業公共施設等運営権実施契

約に定められた業務を確実に遂⾏していること、及び三浦市公共下⽔道（東部処理区）運営事

業要求⽔準書に定められた基準等に適合していること、更にリスクの適正評価、業務効率・品質の

向上を重要事項として、計画、実⾏、改善を⾏い、全てのステークホルダーから信頼される事業運

営を実現するものである。 

なおセルフモニタリングに関する全体⽅針として、次の３点を掲げている。 
 

① 複層セルフモニタリング体制の構築 
② 多⾓的な視点の導⼊ 
③ PDCAサイクル活⽤による継続的改善 

※SPCによるセルフモニタリングは、図1-1に⽰すとおり、0〜3次の複層的な体制を構築し、多⾓的 
な視点を取り⼊れた実施体制としている。 

 
 
 
 
 
 
 

図 1-1 セルフモニタリング体制図 

セルフモニタリング実施⽅法 
 
セルフモニタリングは、以下の３つの⽅法により実施している。 

① 書類での確認 
② 会議体での確認 
③ 現地⽴会での確認 

 
当社は、セルフモニタリング実施計画書を定め、この計画に沿って、主たる事業（経営、各種計

画⽀援、改築・増築、維持管理）、附帯提案事業及び任意事業を対象にセルフモニタリングを実

施することで、経営環境の変化や運営上の課題を明確化し、継続的に業務改善を⾏っている。    

これにより、下⽔道サービスの質的向上及び当社の経営安定化、オペレーション強化につなげるこ

とを⽬的としている。  
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2.経営のセルフモニタリング結果  

2.1 経営のセルフモニタリング概要  

経営のセルフモニタリングは、本事業におけるサービスの提供の停⽌や事業継続が困難になる

等の事態を回避するため、財務、コンプライアンス、環境対策、地域貢献、技術管理、実施体

制、⼈⼝及び物価指標の変動等について、要求⽔準に定められた事項および提案内容を満た

しているかについて、セルフモニタリング項⽬表を基に確認を⾏った。  

 

2.2 2024 年度のセルフモニタリング結果  

経営のセルフモニタリング項⽬表にある項⽬について継続的にセルフモニタリングを実施した。年

度を通じて全項⽬が適合となった。概ね年度経営計画書どおりの運営ができており適合と判断し

た。ただし、⼀部の書類について、市への提出が期限直前となり、内容の調整に⼗分な時間を確

保できない場合があった。経営としてこの事象を重⼤なインシデントとして捉え、要求⽔準違反に

つながる前に対応策を実施した。要求⽔準等で定められた提出書類すべてのチェックリストを作

成し、提出期限となる前には随時会議体で⼝頭による周知を⾏うなど、提出期限について全体

での認識共有を徹底した。そして、担当者レベルの０次モニタリング及び部⾨⻑レベルの１次モニ

タリングにおいても、チェックリストを活⽤して提出期限の確認を定期的に⾏うことで、期限に余裕

をもった資料提出を促進する効果的なダブルチェック体制を確⽴した。 

 

2.3 不具合事象の有無 

・要求⽔準にかかる不具合なし。 

 

3.各種計画⽀援のセルフモニタリング結果  

  3.1 各種計画⽀援のセルフモニタリング概要 

各種計画⽀援のセルフモニタリングでは、今年度業務を⾏った「ストックマネジメントに係る検

討」および「下⽔道事業計画変更案の作成」について、要求⽔準に定められた事項および提案

内容を満たしているかについて、セルフモニタリング項⽬表を基に確認を⾏った。 

 

3.2 2024 年度のセルフモニタリング結果  

各種計画⽀援のセルフモニタリング項⽬表にある項⽬について継続的にセルフモニタリングを実

施した。今後の⼈⼝減少予測等を反映した適切な汚⽔量へ⾒直したうえで、設備の能⼒も適

切なものに⾒直した（ダウンサイジング）内容となっていることを確認した。年度を通じて全項⽬

が適合となった。 
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3.3 不具合事象の有無 

・要求⽔準にかかる不具合なし。 
 

4.改築のセルフモニタリング結果  

 4.1 改築のセルフモニタリング概要  

改築のセルフモニタリングでは、要求⽔準の確保を図るために各業務(設計、⼯事、施⼯監

理)が適切に実施されているかセルフモニタリング項⽬表を基に確認を⾏った。また提案内容の履

⾏状況の確認も⾏った。 各業務の履⾏について週間⼯程会議で進捗を確認した。 

 

4.2 2024 年度のセルフモニタリング結果  

改築のセルフモニタリング項⽬表にある項⽬について継続的にセルフモニタリングを実施した。年

度を通じて全項⽬が適合となった。 

 

4.3 不具合事象の有無 

・要求⽔準にかかる不具合なし。 

 

5.維持管理のセルフモニタリング結果  

 5.1 維持管理のセルフモニタリング概要  
維持管理業務のセルフモニタリングでは、維持管理の⽬的達成のために必要な各業務が要

求⽔準及び提案内容を満たして適切に実施されているかセルフモニタリング項⽬表を基に確認を

⾏った。 

 

5.2 2024 年度のセルフモニタリング結果   

維持管理のセルフモニタリング項⽬表にある項⽬について継続的にセルフモニタリングを実施し

た。セルフモニタリングの結果、年度を通じて全項⽬が適合となった。  

 

5.3 不具合事象の有無 

・要求⽔準にかかる不具合なし。 

  

6.任意事業のセルフモニタリング 結果  

 6.1 任意事業のセルフモニタリング 概要  
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任意事業は、「下⽔道資源を活⽤した⾼付加価値作物の⽣産事業」について、提案内容を

満たして実施されているか、セルフモニタリング項⽬表を基に業務履⾏の確認を⾏った。 

  

6.2 2024 年度のセルフモニタリング結果  

任意事業「下⽔道資源を活⽤した⾼付加価値作物の⽣産事業」は、セルフモニタリングの結

果、年度を通じて全項⽬が適合となった。   

6.3 不具合事象の有無 

・要求⽔準にかかる不具合なし。 

 

別紙⽤語集  

本書において使⽤する⽤語の定義は次のとおりとする。  

 

⽤語の定義 

⽤  語  定   義  

セルフモニタリング  実施した結果の当社による確認  

セルフモニタリング項⽬表 セルフモニタリングの結果を記録する様式  

セルフモニタリング結果報告書  セルフモニタリングの結果を記録したセルフモニタリング確認様式  

不具合事象 要求⽔準未達と認定された事象 

  


